
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

野並享子 北野１-7-10  （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

東郷正明 比江８６４    （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８ 

工藤義明 小篠原８７９  （電話・ＦＡＸ）５８８－１８５６ 

 

日本共産党野洲市委員会 
２０１９年８月２５日 №３４５ 
 

８月定例市議会に提案される、平成３０年度国民健康保険特別

会計では、１億８００万円の基金積み立てが行なわれ、これによ

り基金残高は約４億円に。これまで市民から野洲市の高い国保税

引き下げ要求に対して、市は「医療費の動向に変動があっても、

基金を取り崩すなどで調整し、３年間は国保税の引き上げはしな

い」としていました。 
 
ところが、決算を見ると、取り崩すどころか、新たに１億８０

０万円の積み立てとなっています。また、今議会においても令和

元年度の国保会計の補正予算で、３０年度の決算余剰金として４

２００万円の積み立てが計上されており、令和元年度末の基金残

高は、４億２３００万円と増え続けています。 
 
一方、国保税は、家族が増えれば均等割が新たに課税され、国

保税が上がる仕組みとなっています。他の自治体では均等割の３

割減免や第３子の均等割を減免しているところもあります。また

平等割を無くしている自治体もあります。 

必要以上の基金を持つ必要はありません。県下でも高い保険料

であり引き下げを８月議会で求めます。 

 

 

前年度の決算を中心に審議する８月定例市議会は２８日から開会。「決

算議会」とも呼ばれ、決算を分析し今後の市民本位の行財政を進めるうえ

でも大事な議会です。共産党市議団は決算審議や一般質問で暮らしの要求

実現をめざし、質問します。みなさんのご意見やご要望をお寄せください。 

先週号でお知らせしました「原案」以降、市が議会提
案する「正案」を公表しましたのでお知らせします 

 共産党市議団の一般質問（予定） 
 

◆野並享子市議 

〇災害時の生活支援について  〇医療費無料化について 

〇高齢者障害者施策の改善について 

〇非核自治体宣言を実のあるものにするために 

◆東郷正明市議 

〇住宅用の火災報知機について 

〇教職員の働き方改革について 

◆工藤義明市議 

〇マイクロプラスチックごみの対策について 

〇市公用車の運行と管理について 

 

 ８月定例市議会の主な日程 
 
８月２８日（水）本会議（市長提案の議案説明） 
９月 ４日（水）本会議（議案質疑、一般質問） 
   ５日（木）本会議（一般質問） 
   ６日（金）本会議（一般質問） 
  １０日（火）委員会（決算・予算委員会） 
  １１日（水）委員会（決算・予算委員会） 
  １２日（木）委員会（決算・予算委員会） 
  １３日（金）委員会（常任委員会） 
  １７日（火）委員会（常任委員会） 
  １９日（木）委員会（決算・予算委員会） 
  ２７日（金）本会議（議案討論・採決） 

全
国
１
７
４
１
自
治
体
で

未
加
入
は
、
野
洲
市
な

ど
、
９
自
治
体
だ
け
で
す 

人類史上初めて核兵器を違法化する核兵器禁止

条約が、国連総会で採択されて２年。この条約は、

いま加盟国の３分の２を超える国々に支持され、70

カ国が署名、批准国も23カ国に達しています（2019

年４月現在）。朝鮮半島をめぐる情勢の前向きな変

化の一方で、米トランプ政権が未臨界実験を実施す

るなど核兵器に固執する動きも続いています。 

ところが、唯一の被爆国でありながら、条約に背

を向け反対しているのが安倍自公政権です。 

 安倍政権の核兵器禁止条約反対に対して、全国１

７４１自治体中、１７３２自治体が加入する平和首

長会議が核兵器廃絶と核兵器禁止条約批准をめざ

しています。加入していないのはわずか９自治体。 

 以前、野洲市も加入していましたが、「運営に問

題あり」として脱退しました。平和首長会議の役割

が重要な時です。野洲市の意見は内部で協議・解決

すべき内容です。なんら脱退の理由になりません。

市民の核兵器廃絶の願いに応え復帰すべきです。 
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